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１．はじめに 

 

都市空間構造は、都市内の人間活動の態様に大きな

影響を与えるとともに、温室効果ガスをはじめとした環

境負荷の発生量も左右する。環境への負荷を抑えながら

豊かな都市生活を送ることができる場をつくることが、

都市政策における1つの重要な課題であると言うことが

できる。この問題意識にたって、著者らは、１単位のエ

ネルギー消費量及び（エネルギー消費起因の）CO2 排出

量が支える都市生活の豊かさを定量的に評価する指標と

して「都市のエネルギー生産性」を提唱し、その定義を

行うとともに、建築部門を対象として指標の値を実際の

都市で推計するための地区環境プロファイリング手法に

ついて検討してきた２）。 

一方、都市のエネルギー生産性を考えるとき、都市を

構成する個別施設の省エネルギー性能とともに、その施

設に集散するための移動（交通）により生じるエネルギ

ーも含めて考えることが必要である。本稿では、交通部

門において想定されるCO２排出量を都市スケールで推計

する手法を提案するとともに、名古屋市を対象に、交通

起源のCO２排出量を抑えた開発が可能な地区を明確化す

る手法について提案する。また、この手法を用いた、将

来の望ましい都市空間構造のあり方を議論するための方

法を併せて提案する。 

 

２．交通起源CO2排出量推計手法 

 

ここでいう「交通」とは、主要施設や最寄駅等への

アクセスし易さ（立地性）ではなく、都市スケールでの

「人の動き」（トリップ）が対象となる。このため交通

起源CO２排出量推計に際しては、広域都市圏を対象とし

た交通行動の分析を実施することが必要となる。 
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（１）推計手法の流れと対象範囲 

交通起源 CO2排出量の推計は、地区毎に設定する人口

フレーム及び地区間交通のサービス水準を与件として、

図-1 のステップで推計する。基本的には、一般に広く

用いられている段階別交通需要予測手法を適用している。 

交通行動の分析対象範囲としては１日の活動の大半

が内部で完結する広域都市圏が適当である。本稿では第

４回中京都市圏パーソントリップ調査圏域を交通行動分

析の対象とする。したがって、各推定モデルは第４回中

京都市圏パーソントリップ調査結果による交通データを

もとに設定される。また、CO２排出量推計は名古屋市域

を対象とする。 

 
図-1 交通起源CO2排出量推計の流れ 

 
図-2 交通行動分析の対象範囲 

ゾーン別人口フレーム ゾーン間交通サービス水準 

発生・集中交通量の推定 分布交通量の推定 

交通手段別交通量の推定 

路線別交通量の推定 

CO ２排出量の推定 



（２）交通行動分析手法の概要 

a）発生・集中交通量の推定 

発生・集中交通量は、各ゾーンの人口を説明変数と

した回帰式で推定する。例えば「ゾーン集中出勤交通

量」は、第二・三次従業者を用いた回帰式で表現する。 

 b）分布交通量の推定 

分布交通量推定では、ゾーン面積等の指標で各ゾー

ンの魅力を表現し、ゾーン間の交通サービス水準を変数

としたロジットモデルにより目的地選択確率を算出する。 

 c）交通手段別交通量の推定 

交通機関別交通量の予測にはロジットモデルを採用

し、線型効用関数を仮定して各交通手段の選択確率を求

める。交通手段選択肢は図-3に示す階層を仮定する。 
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図-3 交通手段選択の階層ツリー 

 d）路線別交通量の推定 

鉄道及びバスは、所要時間最短経路探索により路線

別交通量を推定する。また自動車については、利用者均

衡配分手法により推計する。 

 e）CO2排出量の推定 

自動車系（乗用車・バス・普通貨物・小型貨物）は、

車種別・速度帯別に設定された原単位４）を走行キロ数

に乗じて求める。また鉄軌道系は移動人㎞に原単位（鉄

道18.0[g-CO2／人㎞]、地下鉄15.0）４）を乗じて求める。 

 

３．交通起源CO2排出特性の推計結果 

 

発生集中トリップあたりCO2排出量を図-4に示す。 

 
図-4 名古屋市内各地区の交通起源CO2排出量 

（ton- CO2／ﾄﾘｯﾌﾟ・年） 

栄駅・名古屋駅・金山駅周辺といった拠点駅周辺の

負荷は小さく、逆に鉄道網密度の薄い外縁部や自動車依

存の激しい臨海部などでは大きい値となっている。また、

都心部内でも CO2排出量が多いゾーンが残存する。これ

らは、都心近接という高いポテンシャルを有するも、公

共交通との結節が悪い等の課題を残しているゾーンであ

り、土地利用進展にあわせて交通面での配慮が特に必要

な地区といえよう。 

 

４．将来シナリオ検討の考え方 

 

（１）将来シナリオのケース設定 

提案した手法の前提条件に将来の土地利用や交通サ

ービス水準を設定することで、将来の政策シナリオを環

境・エネルギー面から評価することが可能となる。例え

ば表-1 のシナリオを比較評価することで、「無策な場

合の姿（シナリオ 1-1）」や「土地利用誘導策と交通施

策の両方を推進した場合の姿（シナリオ 2-2）」等を示

すことができ、特に長期的な政策の方向性を議論する際

の可視化指標として極めて有用である。 
なお本研究では、検討の基準年を 2005 年とするとと

もに、将来時点を概ね50年後時点と想定する。 

表-1 将来の検討シナリオの例 

ケース名称 
土地利用

政策 
都市交通

施策 

Case ０ 現況（基準） － － 
Case 1-1 土地利用趨勢ケース × × 
Case 1-2 都市交通施策実施ケース × ○ 
Case 2-1 土地利用誘導ケース ○ × 
Case 2-2 土地利用・交通複合ケース ○ ○ 

 

（２）土地利用シナリオの考え方 

 a）人口縮退レベル 

名古屋市の将来人口規模を、現況から 10％減少と設

定する。この値は「名古屋市環境モデル都市提案書」に

おける想定人口規模であり、国立社会保障・人口問題研

究所推計値に比べてやや高めである。また名古屋市外に

ついては、対平成17年比で一律20％減少と想定する。 

 b）土地利用誘導シナリオ 

 現況推計結果（ケース０）から算出される「単位 CO2

排出量最大・最小ゾーン」をそれぞれ 20 前後抽出し

（名古屋市のゾーン数119の約５分の１）、「全人口の

30％」にあたる人口を、現在のゾーン別人口比率で按分

のうえで上乗せまたは削減する。 

 

（３）都市交通施策シナリオの考え方 
「名古屋市環境モデル都市提案書」では、「公共交

通への結節機能強化」、都心部等での「歩いて楽しいま

ちづくり」に向けた歩行者空間整備、レンタサイクルや

ちょい乗りバス等の歩行支援サービス強化が提言されて



いる。本稿ではこれを参考に、具体的なケース条件とし

て、名古屋都心を形成するゾーン内に位置する鉄道駅・

バス停への「アクセス時間」「乗り継ぎ所要時間」をと

もに1/2とするとともに、下記ゾーンを通過するバス路

線の「待ち時間（運行間隔）」を1/2とし、公共交通の

シームレス化、あるいは新たな歩行支援手段の整備（公

共交通アクセス向上）が達成された状況を表現する。 

 また、将来の交通ネットワークについては、現時点に

おいて事業中である路線が供用したと想定して作成する。 

 

（４）評価指標 
 本研究では、「活力：Accessibility（Mobility）」、

「快適：Amenity」、「安心：Safety（Hazard）」とい

う３つの評価軸を設定する。 

（Environmentally）Sustainability
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・CO2排出量（主に自動車起源） 環境環境
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図-6 本研究での総合的評価の考え方 

各評価軸は複数の指標またはその合成で表現される

方が望ましいが、本稿では簡単のため、各評価軸を代表

させる評価指標を１つずつ抽出し、「環境：(Environme

ntally) Sustainability」を併せた４つの評価指標によ

り、各シナリオの比較検討を行う。 

 a）評価指標１：CO2排出量（交通起源） 

 前出の原単位４）によって交通起源のCO2排出量を算出

し、ゾーン別走行リンク単位に集約する。 

 b）評価指標２：交通手段利用割合 

少子高齢化社会を迎え、誰もが移動し交流しやすい

社会を形成することが重要となっている。この観点から、

名古屋市に関連するトリップの交通手段利用割合、特に

鉄道・バスの利用割合を評価指標として考慮する。 

 c）評価指標３：道路混雑率 

 推計上設定した道路交通容量と予測交通量の比で表現

されるリンク別道路混雑率（日単位）を所在ゾーン単位

で集計し、面的な混雑率として集計分析する。 

 d）評価指標４：交通事故件数（自動車起源） 

 自動車利用に伴う交通事故想定については、規格の高

い道路ほど交通事故発生確率が小さいことを表現した原

単位５）を道路種別走行台キロに乗じて算出する。 

表-2 道路種別の死傷事故率（平成14 年） 

自動車専用道路  14.1 ［件／億台キロ］ 

幹線道路 104.4 ［件／億台キロ］ 

生活道路 190.7 ［件／億台キロ］ 

 

５．シナリオ分析結果 

 

（１）CO2排出量のシナリオ間比較 

名古屋市内で排出される交通起源 CO2は、土地利用趨

勢ケース(ケース 1-1)では、将来にかけての人口縮退の

影響から約11％の減少となる。  

一方、土地利用誘導を実施しかつ交通施策の実施も

想定したケース 2-2 でも、減少は約 18％に留まってい

る。これには以下の理由が考えられ、継続的に検討する

際の視点として認識しておく必要があると考えられる。 

●本稿では、夜間人口や昼間人口等といった人口は位置

の変更は想定したものの、いわゆる「職住近接」を表現

するようなODパターンの変化は考慮していない。 

●将来時点での交通施策メニューが必ずしも充分ではな

い。例えば、新規鉄道路線整備のようなインフラ整備や

料金課金施策等が現時点では想定されていない。 
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図-7 交通起源CO2排出量の比較結果 

 

（２）交通手段別利用割合のシナリオ間比較 

名古屋市交通問題調査会が答申した「なごや交通戦

略」（2004 年）において『公共交通（＝鉄道＋バス）

と自動車の利用割合「３対７」を 2010 年は「４対６」

にする』という数値目標が掲げられている。これを検証

する視点から交通手段別利用割合推計結果を概括する。 

名古屋市流出入トリップでは、平成 17 年（ケース

０）において既に上記目標は達成され「公共交通：自動

車＝43：57」となっているが、名古屋市内々トリップや

名古屋市関連トリップ（＝内々＋流出入）では目標未達

成である。また人口縮退のみ想定したケース1-1では、

この割合はほとんど変化せず、社会趨勢に委ねた無策の

状態では目標達成は困難であることが示されている。 

これに対し、名古屋市内々や名古屋市関連トリップ

集計で目標達成するには、ケース1-2やケース2-1では



不充分であり、ケース2-2 ではじめて公共交通割合が4

割を超える結果に到達する。すなわち、土地利用誘導と

交通施策推進を複合的に実施する必要性は極めて高い。 
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図-8 名古屋市関連交通の交通手段分担率の比較結果 

 

（３）道路混雑率のシナリオ間比較 

名古屋市内の道路を対象とした混雑率は、ケース 1-1

で約 18％の減少となる。これに対し、土地利用誘導・

交通施策の両方を想定したケース2-2では、減少割合は

約 25％となり、土地利用の効率的な誘導が道路交通円

滑化にも好影響を与えることが示されている。 

なお、参考指標である道路平均速度についても、道

路混雑率の変化に併せて改善がみられている。 

 

（４）交通事故件数のシナリオ間比較 

名古屋市内の道路を走行する自動車に起因する交通

事故件数では、ケース 1-1 で約 17％の減少となる。本

試算は自動車交通量を説明要因として算出した値であり、

例えば、高齢者の事故の多さといった事故特性が加味さ

れていないため、やや楽観的な評価の可能性がある。 

一方、土地利用誘導・交通施策の両方を想定したケ

ース 2-2 では、減少幅は更に拡大し約 25％となってい

る。土地利用の効率的な誘導が道路交通の安全性向上に

も好影響を与えることが示されている。 
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図-9 名古屋市内道路混雑率・平均速度の比較結果 

交通事故件数

0.75
0.78

0.800.83

1.00

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

ケース0 ケース1-1 ケース1-2 ケース2-1 ケース2-2

(件
)

 

図-10 名古屋市内交通事故件数（自動車起因）比較結果 

 

６．おわりに 

 

本稿では、交通部門のCO2排出量を都市スケールで推

計する手法を提案するとともに、ケーススタディとして

名古屋市のCO2排出インパクトを推計した。この手法の

「政策ツール化」に向け更に検討するとともに、推計結

果が長期の都市・土地利用計画を議論する基礎データと

して活用されることが望まれる。 
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